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(百万円未満切捨て)

１．2020年９月期第３四半期の連結業績（2019年10月１日～2020年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年９月期第３四半期 695 － 88 － 88 － 53 －

2019年９月期第３四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 2020年９月期第３四半期 53百万円( －％) 2019年９月期第３四半期 －百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年９月期第３四半期 51.23 51.18

2019年９月期第３四半期 － －
　

（注）2020年９月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2019年９月期第３四半期の数値及び対
前年同四半期増減率については記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年９月期第３四半期 1,867 1,662 89.0

2019年９月期 － － －
(参考) 自己資本 2020年９月期第３四半期 1,662百万円 2019年９月期 －百万円
　

（注）2020年９月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2019年９月期の数値については記載し
ておりません。

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年９月期 － 0.00 － 25.00 25.00

2020年９月期 － 0.00 －

2020年９月期(予想) 25.00 25.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．2020年９月期の連結業績予想（2019年10月１日～2020年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,050 － 110 － 110 － 75 － 71.27
(注)１. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

２．当社は2020年９月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については記載し
ておりません。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年９月期３Ｑ 1,073,500株 2019年９月期 1,073,500株

② 期末自己株式数 2020年９月期３Ｑ 22,306株 2019年９月期 6,706株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年９月期３Ｑ 1,052,691株 2019年９月期３Ｑ 1,066,166株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。業
績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P．３「１．当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、当初は政府による経済対策や日銀による金融緩和等により、

雇用環境や企業収益等の改善が見られたものの、消費税率引き上げによる消費者心理の悪化に加え、新型コロナ

ウイルス感染症の影響によって、景気が急激に悪化いたしました。

世界経済におきましても、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大に伴い、経済活動が抑制されたことで極

めて厳しい状況となっております。

また、化学業界におきましては、当初は企業収益は高い水準であったものの、産油国の地政学リスクの高まり

及び世界経済の見通し悪化に加えて、国内においては緊急事態宣言発令以降、需要の低迷が見受けられ、先行き

不透明な状況となっております。

このような状況のもと、当社は2019年11月14日に公表しました３か年中期経営計画（2020年９月期～2022年９

月期）に基づき、

①受託蒸留事業の堅実な成長

②プラント事業の実績積上げ

③海外展開に向けた体制構築

等の企業活動に取り組み、長期的な企業価値向上に努めております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、695,949千円となりました。利益面におきまして

は、プラント事業強化等を目的とした人員増強による人件費の増加及び生産設備（連続蒸留塔）の新設等による

減価償却費の増加があったものの、経費削減に努めたことにより、営業利益は88,342千円、経常利益は88,721千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は53,930千円となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、従来の「精密蒸留事業」の単一セグメントから、研究開発支援及び受託

加工を「受託蒸留事業」、プラントサービスを「プラント事業」とする２区分の報告セグメントに変更しており

ます。

（受託蒸留事業）

受託蒸留事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による一部取引先の在庫調整等があったもの

の、電子材料向けの案件は好調に推移いたしました。この結果、受託蒸留事業の売上高は690,150千円、セグメン

ト利益は260,380千円となりました。

　

（プラント事業）

プラント事業におきましては、大型案件の受注を獲得したものの、当第３四半期連結累計期間では売上には至

りませんでした。この結果、プラント事業の売上高は5,798千円、セグメント損失は27,593千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、1,867,029千円となりました。

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、1,111,408千円となりました。主な内訳は、現金及び預金が

831,624千円、仕掛品が116,718千円、受取手形及び売掛金が69,558千円であります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、755,620千円となりました。主な内訳は、機械装置及び運搬

具（純額）が334,739千円、建物及び構築物（純額）が291,766千円であります。
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②負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、204,514千円となりました。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、204,514千円となりました。主な内訳は、未成工事受入金が

70,675千円、未払消費税等が35,460千円であります。

③純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、1,662,515千円となりました。主な内訳は、利益剰余金が

1,038,093千円、資本金が346,497千円、資本剰余金が313,039千円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の業績見通しにつきましては、2019年11月14日公表の2020年９月期通期連結業績予想を2020年７月16日に

修正しております。詳細は、2020年７月16日公表の「2020年９月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。

なお、上記予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 831,624

受取手形及び売掛金 69,558

商品及び製品 43,863

仕掛品 116,718

原材料及び貯蔵品 17,009

その他 32,633

流動資産合計 1,111,408

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 291,766

機械装置及び運搬具（純額） 334,739

土地 63,518

建設仮勘定 16,265

その他（純額） 20,000

有形固定資産合計 726,290

無形固定資産 3,949

投資その他の資産

投資その他の資産 31,001

貸倒引当金 △5,620

投資その他の資産合計 25,381

固定資産合計 755,620

資産合計 1,867,029

負債の部

流動負債

買掛金 1,969

工事未払金 26,081

未払金 19,531

未払法人税等 787

未払消費税等 35,460

未成工事受入金 70,675

賞与引当金 5,321

その他 44,687

流動負債合計 204,514

負債合計 204,514

純資産の部

株主資本

資本金 346,497

資本剰余金 313,039

利益剰余金 1,038,093

自己株式 △35,115

株主資本合計 1,662,515

純資産合計 1,662,515

負債純資産合計 1,867,029

決算短信（宝印刷） 2020年08月05日 18時55分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



大阪油化工業株式会社(4124) 2020年９月期 第３四半期決算短信

5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2019年10月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 695,949

売上原価 377,468

売上総利益 318,481

販売費及び一般管理費 230,138

営業利益 88,342

営業外収益

受取手数料 332

確定拠出年金返還金 239

スクラップ売却収入 179

その他 29

営業外収益合計 780

営業外費用

創立費 205

支払手数料 168

その他 28

営業外費用合計 401

経常利益 88,721

税金等調整前四半期純利益 88,721

法人税、住民税及び事業税 16,156

法人税等調整額 18,633

法人税等合計 34,790

四半期純利益 53,930

親会社株主に帰属する四半期純利益 53,930
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2019年10月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 53,930

四半期包括利益 53,930

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 53,930

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2019年11月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式20,000株の取得を行いました。また、2020年

１月16日開催の取締役会において譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分を決議し、これに基づいて2020年

２月12日に自己株式4,400株の処分を実施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式

が21,093千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が35,115千円となっております。

（セグメント情報等）

当第３四半期連結累計期間(自 2019年10月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

受託蒸留事業 プラント事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 690,150 5,798 695,949 － 695,949

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 690,150 5,798 695,949 － 695,949

セグメント利益又は損失（△） 260,380 △27,593 232,786 △144,444 88,342

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額の△144,444千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△147,009千円、セグメント間取引消去2,565千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、当社グループは研究開発支援、受託加工及びプラントサービスからなる精密蒸留事業の単一セグメン

トでありました。しかし、第１四半期連結会計期間より、ユカエンジニアリング株式会社を設立し、プラント

の建設工事を含む案件への対応を可能にするため、一般建設業の許可を取得しました。それにより、対応可能

案件の規模及び範囲が拡大し、プラントサービスの事業内容が変化したことで、当社グループにおける事業の

重要性が増しました。

そのため、研究開発支援及び受託加工を「受託蒸留事業」、プラントサービスを「プラント事業」とする２

区分の報告セグメントに変更しております。

（追加情報）

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作成の

ための基本となる重要な事項は以下のとおりです。

１．連結の範囲に関する事項

全ての子会社を連結しております。

連結子会社の数 １社

連結子会社の名称 ユカエンジニアリング株式会社
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２．連結子会社の四半期決算日等に関する事項

連結子会社の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致しております。

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有するたな卸資産

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)

(1) 製品・仕掛品・原材料・貯蔵品

総平均法

(2) 未成工事支出金

個別法

４．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並びに2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ７～38年

機械及び装置 ４～８年

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

(3) 長期前払費用

均等償却しております。

なお、主な償却期間は５年であります。

５．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上し

ております。

６．重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

(1) 当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

(2) その他の工事

工事完成基準

７．その他四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（新型コロナウイルスの感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症の影響について、今後の広がり方や収束時期等を予測することは困難なことから、

2021年９月期の一定期間にわたり当該影響が継続するとの仮定を置き、繰延税金資産の回収可能性の会計上の見

積りを行っております。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響が想定以上に深刻化・長期化した場合は、当社グループの財政状態、

経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を与える可能性があります。
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